
このたび、３月３１日をもちまして大過なく流動

期間を終え、４月１日付で前任地の愛媛大学理学部

に帰任いたしました。昭和６０年から平成元年にか

けての４年間に続き、２度目の２年間の在任中は大

変お世話になり、誠に有難うございました。お蔭様

にて研究においても日常においても充実した日々を

送ることができました。

研究面においては、間瀬一彦さん（現在、Photon

Factory）や田中慎一郎さん（現在、名古屋大学大

学院理学研究科）に教えていただきながら、主とし

てＵＶＳＯＲのBL2B1ビームラインで電子－イオン

同時計数装置を用いて表面上での内殻電子励起に

よって引き起こされるサイト選択的な解離の研究を

行いました。サンプルはSi(100)表面上に吸着した

CF3CD(OH)CH3で、単層吸着と多層吸着の相違、温

度変化などからサイト選択性に付いて興味深い結果

を得ることができました。流動期間中に行った東京

大学物性研究所の吉信淳先生のグループとの共同研

究であるHREELSの結果とまとめて論文にする予定

です。また、気相における電子線励起による新しい

タイプの電子－イオン同時計数装置を開発中でして、

愛媛大学で研究を継続いたしますので、今後ともご

指導くださいますよう、どうかよろしくお願いいた

します。間瀬さんが栄転した後の同時計数装置担当、

田中さんが栄転した後のBL2B1のビームライン担

当、ＵＶＳＯＲ安全委員、分子科学研究所研究会世話

人の経験は、大変勉強になり、今後に大いに役に立

つと思います。

在任中、技官や事務の皆様のしっかりした研究サ

ポート体制には大いに助けられました。特に、ＵＶ

ＳＯＲの中村永研さんにはビームラインの整備や保

守で大変お世話になりました。研究所でのルーム

メートである佐々木時代さんをはじめ秘書の方々の

サポートで事務処理を円滑に進めることができまし

た。

帰任いたしました愛媛大学は医学部、工学部など

の「実学」が主体であり、理学部でさえ学生は純粋

に学問的な面白さよりも「研究が何の役に立つか」

を大いに気にしていますし、教員免許が取れること

が入学の大きな動機の一つになっています。そこか

ら分子科学研究所のような「高等学術研究機関」に

来るとまったく異なった雰囲気（真理の探求へのひ

たむきさ）を感じました。今後、このような雰囲気

をそのまま継続すべきなのか、それとも時代ととも

に変質していくべきなのかが現在問われていると思

います。個人的には、年齢的なものからも、そうし

た研究所の雰囲気に郷愁を覚えますが、今後の皆様

の判断が益々重要な意味を持ってきていると思いま

す。

最後になりましたが、２年間大変お世話になった

伊藤光男前機構長をはじめ岡崎国立共同研究機構の

皆様、茅幸二所長をはじめ分子科学研究所の皆様、

特に宇理須恆雄主幹をはじめ極端紫外光科学研究系

の皆様と小杉信博施設長をはじめＵＶＳＯＲの皆様、

留守中お世話になった愛媛大学理学部物質理学科化

学系の皆様に心から感謝いたしますとともに、皆様

のご健康と分子科学研究所の益々のご発展をお祈り

いたしまして、お別れの言葉に代えさせていただき

ます。有難うございました。
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